
出所：長期市場実績（2023年初～2026年10月5）

「October」は「Uptober」で始まった
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ナスダックが連日高で最高値を更新ー日経平均の7万円奪回に寄与するか



雇用統計発表で連続利上げ観測が後退した
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雇用の増加数が市場予想を下回り、賃金上昇率も低下した

7-8月で計6万人下方修正



出所：S&P500指数は長期市場実績（週次）、予想EPSはLSEG（I/B/E/S）集計によるボトムアップ予想平均 3

S&P500ベースの市場予想平均EPSは25.8％の増益が見込まれている

7-9月期の決算発表は利益成長見通しを切り上げる



出所：Precedence Research「AI Agents Market」、2026年公表（更新版）。2025年推計、2026～2035年予測。

AIエージェントが高成長へー社会実装が本格化
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Agentic AI =目的を与えると、自ら考え、必要な作業を遂行するAI

AIエージェント普及への追い風とリスク要因：

現場ごとの生産性向上とフィジカルAIとの連携。生産・物流・事務・サービ

ス・家事など幅広い分野での自律化に寄与し、市場拡大が期待されている。

一方、複数のAIが連携する時代を迎え、誤作動や暴走的なサイバー攻撃のリス

クが浮上。先端AIの安全管理は、社会実装を広めるための前提要件となる

が、経済的な便益向上に伴う成長期待は変わらない。9月29日にトランプ大統

領と主要AI企業6社CEOが自主規制とリスク制御について合意文書を署名、

10月4日に米政府内に官民調整の司令塔組織「SIフォース｣新設を発表した。



中間選挙を越えると、米国株は「黄金の1年」か

過去10回平均では中間選挙年4Qから翌年末に上昇基調が鮮明ーナスダック100がけん引

注：各指数の四半期騰落率を単純平均。対象中間選挙年：1986、1990、1994、1998、2002、2006、2010、2014、2018、2022年。中間選挙の翌年は「大統領選挙年の前年」

出所：FRED（セントルイス連邦準備銀行の経済・市場データベース）をもとに作成 5
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